
R7年5月11日

”季語刻変秀句”
【3月度】 "薄日差す水面の下に春潜む"（5人選句）
【4月度】 ”鳥一声木々を貫き春を呼ぶ”（４人選句）

　3月に5人選句が出ました。
　　春はもう少し先 冬の名残の寒さが感じられる早朝の模様

 皆さんの投句をお待ちしています❕

　担当幹事:園田・金子・川橋・榎木
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 俳句を楽しむ会
「かわせみ会」 便り 令和7年　５月号
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３月度の詠句 ４月度の詠句

【４月】　鳥

◆ 写真を見て一句 

【３月】 雪
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